
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語科 学習指導案   令和３年 10月 14日（木）第３校時 

海田町立海田南小学校 第５学年１組（36名） 

授業者   外国語専科   清水 由美子               

単元名 Unit 4   He can bake bread well. 身近な人を紹介しよう。 

【単元観】 

本単元は，小学校学習指導要領（平

成 29 年）外国語科(3)話すこと[発表] 

ウ「身近で簡単な事柄について，伝え

ようとする内容を整理した上で，自分

の考えや気持ちなどを，簡単な語句や

基本的な表現を用いて話すことがで

きるようにする。」を受けて設定して

いる。助動詞 can を用いてできること

を尋ねたり答えたりする表現に慣れ

親しむとともに，３人称 he/she を用

いて，身近な人を紹介することができ

るようになることを目指している。 

本単元で用いる表現は，５年次最終

単元の Unit 8 Who is your hero? で

自分のヒーロー紹介に発展する。今ま

での自分と相手（１，２人称）だけの

場面設定に３人称が加わることで，表

現の幅が広がり，目の前にいない人物

についても英語で表現できるという

喜びを感じさせる内容である。 

【児童観】 

 本学級の児童は，９月のアンケート調査で，91％が「外

国語の授業に進んで参加している」，94％が「小学校の英

語の勉強は将来役に立つ」と答え，有用感を感じながら学

習している児童が多い。 

聞くことに関しては「どのイラストや写真のことを話し

ているか分かる」「大体の内容が分かる」の肯定的回答が

それぞれ 91％，88％と自信をつけている。授業でも質問

に対して即答したり反応したりする姿が見られる。 

一方で，「英語でやり取りをするとき，うなずいたり，

英語で返事したりしている」と答えた児童は 65％，「会話

が続くように，知っている表現を使うようにしている」は

71％で，肯定的回答をした児童の割合が低い。これらの結

果から，コミュニケーションの継続への意欲も含めた英語

でのやり取りに課題があることが分かった。 

タブレットを活用した学習については，全児童が「楽し

い」，94％が「英語の力をつけることに役立つ」と回答し

ている。特にスライドで発表資料を作ることや，翻訳機能

の活用への満足度が高く，自分が言いたい表現をすぐに調

べて活用する力が伸びている。一方で，既習表現を活用し

て何とか自分で言葉を紡ぎだそうとする意識がやや低く，

翻訳機能に頼りすぎる児童もいる。 

【指導観】 

・単元末の活動として，Google スライドを用いた「海田南小学校の先生紹介」の作成と発表を設定

し，情報を整理してスライドにまとめ，友達や他の人々に紹介する。 

・I/You can を用いて，できることを交流したり認め合ったりする中で，表現に慣れ親しませ，「他の

人のできることも表現したい」という第三者を紹介するゴールの活動につなげる。 

・発表の際には，発表者が一方的に伝えるのではなく，相手に伝わる工夫をしながら，反応を意識し

て伝えたり，反応をしながら聞いたりする主体的な活動となるようにする。 

・感染症対策でペアやグループでの直接的な対話が十分にできない状況を踏まえ，聞く活動や指導

者とのやり取りの充実を図り，「Small Talk Card」を活用した短時間の帯活動，タブレットのビデ

オ録画機能などを活用したやり取りや発表の練習を行う。 

単元について 



 

 

 身近な人を紹介することができる。 

○ 身近な人を紹介するために，その人のできることなどについて，短い話を聞いてその概要が分か

ったり，伝え合ったり，話したりすることができる。 

○ 外国語の背景にある文化に対する理解を深める。 

〇 アルファベットの活字体の大文字・小文字を書くことができる。 

 

＜関連する学習指導要領における領域別目標＞ 

聞くこと 
ウ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，具

体的な情報を聞き取ることができるようにする。 

話すこと 

（発表） 

ウ 身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分の考えや気

持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。 

 

 

 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

○〈知識〉［ I/You/He/She can 

～.，Can you ～?，Who is ～?，

This is ～. およびその関連語句

など］について，理解している。

○〈技能〉身近な人のできること

などについて，聞き取る技能を身

に付けている。 

○『相手のことをよく

知るために，身近な人

のできることなどにつ

いて，』短い話の概要を

捉えている。 

○『相手のことをよく知るために，

身近な人のできることなどについ

て，』短い話の概要を捉えようとし

ている。 

○〔外国語の背景にある文化に対

する理解を深めるために，〕日本在

住の外国出身の人について，短い

話の概要を捉えようとしている。 

読
む
こ
と 

〈知識〉《アルファベットの活字

体の大文字・小文字》について，

理解している。 

〈技能〉《同上》を，識別したり，

その名前を発音したりする技能

を身に付けている。 

    

話
す
こ
と[

や
り
取
り
・
発
表] 

◎〈知識〉［同上］について，理

解している。 

◎〈技能〉身近な人のできること

などについて，［同上］を用いて，

お互いの考えや気持ちなどを伝

え合う（話す）技能を身に付けて

いる。 

◎○自分のことを伝

え，『同上』簡単な語句

や基本的な表現を用い

て，お互いの考えや気

持ちなどを伝え合って

いる（話している）。 

○自分のことを伝え，『同上』簡単

な語句や基本的な表現を用いて，

お互いの考えや気持ちなどを話そ

うとしている。 

○〔同上〕町で働く人について，簡

単な語句や基本的な表現を用い

て，お互いの考えや気持ちなどを

伝え合おうとしている。 

書
く
こ
と 

〈知識〉《同上》について，理解

している。 

〈技能〉《同上》を書く技能を身

に付けている。 

    

 

 

 

単元の目標 

単元の評価規準 



 

 

海田南小学校の先生 できること紹介 

コミュニケーション

の目的・場面・状況 

海田南小学校の先生たちについて校内外の人に広く知ってもらうために，紹介

スライドを作成し，紹介する。そのために，先生にインタビューして情報を得

たり，その情報をまとめて友達に紹介したりする。 

目指す発話例 
This is Mr. Kaita Himata.  He is 5-1 classroom teacher. 

He can run fast.  He can play kendama well.  He is kind. 

 

主な表現 主な語彙 

Can you (cook well)?  Yes, I can. / No, I can’t. 

I/You/He/She can/can’t (swim fast).  Who is this? 

This is (Mark Smith).   He/She is (my friend). 

It’s my/your turn. 

動作（skate など），建物（stadium など），

家族（father など），人（friend など），楽器

（guitar など），スポーツ（baseball など） 

 

 

（全８時間）【感染症対策のため，歌やチャンツ，グループ活動は行わない】 

時 学習活動 評価規準（評価方法） 

1 

できることやできないことの言い方を知ろう。 

○【Small Talk】先生の身近な人紹介 

  この単元で取組む課題を知り，単元の見通しをもつ。 

○「けん玉チャレンジ」（Can you ～?の導入） 

○「できることの言い方やたずね方を知ろう。」 

○【Word Link】○【Let’s Watch and Think】 

○「自分ができることを言ってみよう。」 

 

  

【知】[ I/You can ～.，Can 

you ～?およびその関連語句

など]について，理解してい

る。 

2 

できることなどについての話のおおよその内容を聞き取ろう。 

○【Sounds and Letters】大文字の書き取り① (p.93) 

○【Small Talk】Can you ～?（できるかどうか） 

○【Word Link】 ○【Starting Out】 

○「自分ができることやできないことを言ってみよう。」 

 

 

【主】相手のことをよく知る

ために，身近な人のできるこ

となどについて，短い話の概

要を捉えようとしている。 

（行動観察，誌面・ワークシー

ト，振り返りカード） 

3 

できることやできないことについてたずね合おう。 

○【Sounds and Letters】アクセント①② (p.94) 

○【Small Talk】Can you ～?（できるかどうか） 

○【Let’s Listen①】 ○【Let’s Try②】(p.40) 

 

【知】[ I/You can ～.，Can 

you ～?およびその関連語句

など]について，理解してい

る。 

【技】身近な人のできること

Can you (play kendama)?  Yes, I can. / No, I can’t. 

I can (swim fast).  動作（skate など） 

Can you (cook well)?  Yes, I can. / No, I can’t. 

I can/can’t (swim fast). 建物（stadium など） 

単元のゴールと主な言語材料 

指導と評価の計画    



 などについて，聞き取る技能

を身に付けている。 

（行動観察，誌面，振り返りカ

ード） 

4 

身近な人のできることを言ってみよう。 

○【Sounds and Letters】大文字の書き取り② (p.93) 

○【Small Talk】 Can you ～?（できるかどうか） 

○【困り感ショートコント】 ○【Word Link】家族・人 (PD p.22) 

○「写真の人物ができることを言ってみよう。」 

○【Let’s Listen②】 ○【Let’s Try④】 

 

 

 

【知】[He/She can ～.，Can 

you ～?，Who is ～?，This is 

～. およびその関連語句など]

について，理解している。 

【技】身近な人のできること

などについて，［同上］を用い

て，お互いの考えや気持ちな

どを伝え合う技能を身に付け

ている。 

（行動観察，誌面・ワークシー

ト，振り返りカード） 

5 

先生紹介スライドを作ろう。 

〇【Sounds and Letters】アクセント③④ (p.94) 

○【Small Talk】Can he/she ～?（写真の人物ができるかどうか） 

〇「発表（ショー・アンド・テル）のモデル映像を見よう。」 (p.42) 

〇「先生紹介スライドを作ろう。」 

○【Let’s Talk】ペアでスライドを見せ合って，その先生の名前や

担当，できることなどをたずね合おう。 

 

 

【技】アルファベットの活字

体の小文字を書く（選んで打

つ）技能を身に付けている。 

（行動観察，スライド，振り返

りカード） 

6 

先生紹介スライドを完成させて，発表の練習をしよう。 

○【Sounds and Letters】大文字の書き取り③ (p.93) 

○【Small Talk】Can he/she ～?（写真の人物ができるかどうか） 

○「先生紹介スライドを完成させよう。」 

○「ペアでスライドを見せ合って，紹介（ショー・アンド・テル）

の練習をしよう。」 

 

  

【主】自分のことを伝え，相手

のことをよく知るために，身

近な人のできることなどにつ

いて，簡単な語句や基本的な

表現を用いて，お互いの考え

や気持ちなどを話そうとして

いる。 

（行動観察，スライド，振り返

りカード） 

7 

本

時 

相手に伝わる工夫をして，先生紹介をしよう。 

○【Sounds and Letters】大文字の書き取り④ (p.93) 

○【Small Talk】先生の「先生紹介」ショー・アンド・テル 

○「先生紹介（ショー・アンド・テル）をしよう。」(p.43) 

相手意識・目的意識をもって自分の思いや考えを伝える。 

 

 

【思】『自分のことを伝え，相

手のことをよく知るために，

身近な人のできることなどに

ついて，簡単な語句や基本的

な表現を用いて』，お互いの考

えや気持ちなどを伝え合って

いる（話している）。 

＜第７時に行うやり取りの表現＞ 

Who is this? This is (Mark Smith).   He/She is (my 

friend). He/She can/can’t (swim fast). 

＜第４時の表現＞ 

Can you (cook well)?  Yes, I can. / No, I can’t. 

I can/can’t (swim fast). 



 

 

 

（１）本時の目標 

○ 相手に伝わりやすい表現や工夫を考えながら，He/She can を用いて，先生の紹介をする。                           

【思考力，判断力，表現力等】 

○ みんなの知らない先生のできることを紹介するというゴールを意識しながら，相手に伝わりやす

い表現や工夫を考えて，伝え合おうとする。         【学びに向かう力，人間性等】 

 

（２）準備物 

教員：タブレット【デジタル教材（NEW HORIZON Elementary 5）, ICT 教材】，表現カード， 

児童：タブレット【Googleスライド】 

 

（３）学習の展開（第７時／全８時間） 

過 

程 
学習活動 

指導上の留意事項（◇） 
◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て  

評価規準 

（評価方法） 

導 

 

入 

○挨拶 

・挨拶をする。（指導者と・ペアで） 

・曜日，日付，天気を言う。 

 

 

○【Sounds and Letters】大文字の書き

取り④ (p.93) 

・指導者の言うアルファベット（３文

字）を聞き，誌面に書き取る。 

 

◇はっきりとした声で，気持ちのよ

い挨拶を交わす。 

◇日直と児童全体，児童のペアでの

やり取りを行わせる。 

 

◇耳馴染みある３文字を選び，文字

とそれが表す意味にも気づかせる。 

◆一文字ずつゆっくり丁寧に伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主】『同上』，お互いの考えや

気持ちなどを話そうとしてい

る。 

（行動観察，スライド，振り返

りカード） 

8 

学んだことをふり返ろう。 

○単元テスト 

○【ことば探検】 ○【Do you know?】 ○【日本のすてき】 

●単元ふり返りカードの記入                  

内容面と言語面についてふり返る。 

【知】I/You/He/She can ～.，

Can you ～?，Who is ～?，

This is ～. およびその関連

語句などについて，理解して

いる。 

【技】身近な人のできること

などについて，聞き取る技能

を身に付けている。 

（単元テスト，誌面，振り返り

カード） 

T: Who is this?  He can run fast.  He can play kendama 

well.  He is kind. 

SS: Is he Kaita sensei?  T: That’s right. 

S: This is Mr. Kaita Himata.  He is 5-1 classroom teacher. 

He can run fast.  He can play kendama well.  He is kind. 

本時の学習 



○【Small Talk】先生の「先生紹介」シ

ョー・アンド・テル 

・指導者のモデル発表を見る。 

 

 

 

 

 

 

○本時のめあてを立てる。 

 

◇相手に伝わりやすい声や表情，反

応など，よい発表のモデルを示し，

本時のめあてに繋げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

○「発表の練習をしよう。」 

・ペアで発表を見せ合いながら（また

はタブレットで自撮りした映像を見せ

合いながら）アドバイスを行い，工夫

することを相談する。 

・英語での言い方が分からなかった表

現や上手くいかなかったことについて，

全員で共有する。 

 

○「先生紹介（ショー・アンド・テ

ル）をしよう。」 

・紹介スライドの一部を見て，どの先

生かを予想する。 

・担当児童が，スライドを提示しなが

ら紹介を行う。 

・途中で指導者が発表の様子でよかっ

たところや，次に工夫すればよいと思

うところを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ゆっくりと，表情やジェスチャー

などをつけて言い，大切なポイント

を確認する。 

◆難しい児童が自信をもって言える

ように，近くで支援する。 

◇既習の表現で使える表現を想起さ

せ，取り入れることができるものを

紹介する。 

 

◇発表の際は感染予防対策（マスク

の着用，一定距離を保つ）を行うよ

う指導する。 

◇先生の意外なできることを紹介す

るという目的を確認し，反応や質問

をしながら活動させる。 

◆発表が難しい児童には，そばに行

って言い方を教える。 

◇中間評価を行い，さらに表現の仕

方を工夫させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思】『自分の

ことを伝え，相

手のことをよ

く知るために，

身近な人ので

きることなど

について，簡単

な語句や基本

的な表現を用

いて』，お互い

の考えや気持

ちなどを伝え

合っている（話

している）。 

【主】『同上』，

お互いの考え

や気持ちなど

を話そうとし

ている。 

（行動観察，ス

ライド，振り返

りカード） 

 

ま

と

め 

○本時の活動をふり返る。 

・振り返りカードを書く。 

・振り返りを交流する。 

 

◇相手に伝わるように工夫したり，

反応したりしながら，He/She can を

用いて，意外な先生のできることが

紹介できたかを振り返らせる。 

 

相手に伝わる工夫をして，先生紹介をしよう。 

 

※【やり取りの例】 

T: Who is this?  He can run fast.  He can play kendama well.  He is kind. 

S: Is he Kaita sensei? 

T: That’s right.  This is Mr. Kaita Himata.  He is 5-1 classroom teacher. 

He can run fast.  He can play kendama well.  He is kind. 

★【目指す児童の姿】 

・相手に伝わるように表現や話し方の工夫をしたり，反応したりしながら，

He/She can を用いて，先生のできることを紹介している。 

（下線は A 評価） 

This is Mr. Kaita Himata.  He is 5-1 classroom teacher.  

He can run fast.  He can play kendama well.  He is kind. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

○挨拶をする。 

◇友達の表現方法の良さについても

ふり返らせ，今後の自分の生活に生

かすよう伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）板書計画 

＜黒板＞ 

 

＜大型テレビ＞（スライドの提示） 

 

   

 

 

 

★【目指す児童のふり返りの姿】 

○先生の意外な特技を紹介できて，みんなの発表も初めて知ったことがあって面白かっ

た。家族やほかの人にも知ってもらいたいと思った。 

○＊＊さんはジェスチャーや表情でできることの内容を伝えていたので，知らない言葉

でもなんとなくわかった。私もまねをしようと思った。 

sunny October 14th 相手に伝わる工夫をして， 

先生紹介をしよう。 
Thursday 

He can ～. 
 

Is he/she ○ sensei? 

Today’s goal 

Eye contact 

Clear voice 

Gesture 

Reaction 

＜工夫＞ 
○伝えたいところをゆ

っくり・大きく 
○難しい言葉はイラス

トやジェスチャーで 

Who is this? 
 

She can ～. 
 

He is ～. 
 

She is ～. 
 


